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ＧＰＩＦが採用する５つのＥＳＧ指数すべてに選定 

・『FTSE Blossom Japan Index』 

・『FTSE Blossom Japan Sector Relative Index』 

・『MSCI ジャパン ESGセレクト・リーダーズ指数』 

・『MSCI日本株女性活躍指数（WIN）』 

・『S&P/JPX カーボン・エフィシェント指数』 

 

株式会社丸井グループ（本社：東京都中野区､代表取締役社長：青井 浩）は、このたび、        

ＧＰＩＦ（年金積立金管理運用独立行政法人）が採用する、日本株の４つのＥＳＧ指数『FTSE Blossom        

Japan Index』『FTSE Blossom Japan Sector Relative Index』『MSCI ジャパンESGセレクト・リーダー

ズ指数』『MSCI 日本株女性活躍指数（WIN）』に選定されました。 

加えて、当社グループはＧＰＩＦが採用したグローバル環境株式指数である『S&P/JPX カーボン・   

エフィシェント指数』の構成銘柄にも選定されており、今回採用された指数と合わせ、ＧＰＩＦが   

ＥＳＧ（環境:Environment、社会:Social、企業統治:Governance）投資の運用にあたり採用した５指数

すべての構成銘柄に選定されています。 

 

 また、当社グループは、FTSE Russell による、サステナブル・インベストメント（ＳＩ）の株価指数

として認知度の高い『FTSE４Good Index Series』についても、６年連続で構成銘柄に選定されています。 

※『FTSE４Good Index Series』構成銘柄選定についてはこちらをご覧ください  

https://www.0101maruigroup.co.jp/pdf/settlement/22_0707/22_0707_1.pdf 

 

これらは当社グループが、環境への配慮、社会的課題の解決、ガバナンスへの取り組みとビジネスが  

一体となった未来志向の「ステークホルダー経営」を進めている点を評価していただいたと考えて   

おります。 
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■ ５つの 「ＥＳＧ指数」 の特徴 

出所：GPIF「ESG指数採用のポイントと採用指数の概要」資料を基に当社作成 

 

これからも、「丸井グループ ビジョン２０５０」に基づき、誰も置き去りにしない「イン       

クルージョン（包摂）」という考え方のもと、すべてのステークホルダーの皆さまとともに、「利益」と     

「しあわせ」の調和と拡大をめざしてまいります。 

 

※当社グループのめざす「ステークホルダー経営」「ビジョン２０５０」についてはこちら 

「共創経営レポート２０２１（日本語版）」 

https://www.0101maruigroup.co.jp/ir/lib/i-report.html 

「VISION BOOK 2050（日本語版）」 

https://www.0101maruigroup.co.jp/sustainability/lib/s-report.html 

 

 

■ 丸井グループの概要 

商 号 ： 株式会社 丸井グループ 

本 社 所 在 地 ： 〒１６４－８７０１ 東京都中野区中野４－３－２ 

代 表 電 話 ： ０３（３３８４）０１０１ ＦＡＸ ０３（５３４３）６６１５ 

Ｕ Ｒ Ｌ ： https://www.0101maruigroup.co.jp 

代表取締役社長 ： 青井 浩 

おもな関連会社 ： ㈱エポスカード、㈱丸井、㈱エムアンドシーシステム ほか 

名称 分類 指数の特徴
丸井

グループ
組入時期

 FTSE Blossom Japan
 Index

 ESG総合
 世界でも有数の歴史を持つFTSE RussellのESG指数シリーズ。
 FTSE4Good Japan IndexのESG評価スキームを用いて評価。

2017年7月

 FTSE Blossom Japan
 Sector Relative
 Index

 ESG総合
 上記指数と同様のESG評価をベースに、一部のカーボンインテン
シティ（売上高あたり温室効果ガス排出量）が高い企業については、
企業の気候変動リスク・機会に対する経営姿勢も評価に反映。

2022年3月

 MSCI ジャパンESG
 セレクト・リーダーズ
 指数

 ESG総合
 世界で１,０００社以上が利用するMSCIのESGリサーチに基づいて
構築し、さまざまなESGリスクを包括的に市場ポートフォリオに反映。

2017年7月

 MSCI 日本株女性活躍
 指数（WIN）

 S
 女性活躍

 女性活躍推進法により開示される女性雇用に関するデータに基づき、
多面的に性別多様性スコアを算出、各業種から同スコアの高い企業を
選別して指数を構築。

2017年7月

 S&P/JPX　カーボン・
 エフィシェント指数

 E
 気候変動

 環境評価のパイオニア的存在であるTrucostによる炭素排出量データを
もとに、S&Pダウ・ジョーンズ・インデックスが指数を構築。

2018年9月

https://www.0101maruigroup.co.jp/ir/lib/i-report.html
https://www.0101maruigroup.co.jp/sustainability/lib/s-report.html
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